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現
在
、
上
三
川
町
に
は
市
町
合
併
の
話
が
あ
り
ま
す

が
、
江
戸
幕
府
が
倒
れ
、
明
治
の
新
し
い
時
代
が
到
来

し
た
上
三
川
の
地
に
も
、
今
ま
で
の
村
々
が
再
編
成
さ

れ
、
新
政
府
に
よ
る
地
方
支
配
の
体
制
が
徐
々
に
整
え

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

明
治
維
新
後
、
し
ば
ら
く
は

旧
来
よ
り
続
く
町
村
制
度
が
引

き
継
が
れ
ま
し
た
が
、
1
8
7

1
（
明
治
4
）
年
に
戸
籍
法
が

布
告
さ
れ
、
戸
籍
を
編
成
す
る

た
め
に
戸
籍
区
が
設
け
ら
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
戸
籍
区
に
は
名
主

や
庄
屋
に
替
わ
り
区
長
・
戸
長

を
置
き
、
様
々
な
仕
事
を
行
う

こ
と
と
な
り
ま
し
た
（
大
小
区

制
）。
こ
の
区
割
り
は
そ
の
後

変
更
が
繰
り
返
さ
れ
ま
す
が
、

長
い
間
に
培
わ
れ
た
町
村
が
も

つ
共
同
体
と
し
て
の
機
能
を
無
視
し
た
区
割
り
で
あ
っ

た
た
め
、
や
が
て
1
8
7
8
（
明
治
11
）
年
に
郡
区
町

村
編
成
法
の
成
立
と
と
も
に
、
江
戸
時
代
以
来
の
町
村

が
行
政
単
位
と
し
て
復
活
し
ま
し
た
。

そ
し
て
1
8
8
9
（
明
治
22
）
年
に
市
制
町
村
制
が

施
行
さ
れ
、
①
小
学
校
が
設
置
管
理
さ
れ
る
規
模
、
②

300
戸
〜
500
戸
、
③
地
形
や
住
民
感
情
に
問
題
が
な
い
こ

と
な
ど
を
基
準
と
し
て
、
町
村
の
大
合
併
が
行
わ
れ
、

23
村
が
3
村
へ
と
統
合
さ
れ
ま
し
た
。
上
三
川
村
・
上

蒲
生
村
・
下
蒲
生
村
・
五
分
一
村
・
坂
上
村
・
三
本
木

村
・
三
村
が
上
三
川
村
に
（
1
8
9
3
年
に
町
制
に
移

行
）、
上
郷
村
・
西
蓼
沼
村
・
東
蓼
沼
村
・
東
汗
村
・

西
汗
村
・
上
文
挟
村
・
西
木
代
村
・
磯
岡
村
が
本
郷
村

に
、
多
功
宿
・
大
山
村
・
梁
村
・
川
中
子
村
・
下
神
主

村
・
上
神
主
村
・
石
田
村
・
鞘
堂
新
田
村
が
多
功
村
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
の
合
併
は
、
決
し
て

す
ん
な
り
と
進
ん
だ
わ
け
で
は
な
く
、
東
蓼
沼
村
と
西

蓼
沼
村
は
名
称
を
蓼
沼
村
と
す

る
こ
と
を
主
張
し
、
東
汗
・
西

汗
・
上
文
挟
・
西
木
代
・
磯
岡

の
各
村
は
現
在
宇
都
宮
市
の
西

刑
部
・
平
塚
村
と
合
併
す
る
こ

と
を
主
張
し
ま
し
た
。
ま
た
多

功
村
と
い
う
名
前
も
、
多
く
の

反
対
に
よ
っ
て
ま
も
な
く
明
治

村
に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
1
8
9
7
（
明
治

30
）
年
か
ら
1
9
2
6
（
大
正

15
）
年
ま
で
の
間
、
河
内
郡
役

所
が
お
か
れ
、
各
町
村
を
統
括

す
る
た
め
の
業
務
を
行
い
ま
し

た
が
、
業
務
の
簡
素
化
の
た
め
廃
止
さ
れ
、
郡
は
単
な

る
地
名
と
な
る
一
方
、
町
村
の
権
限
は
拡
大
さ
れ
、
行

政
事
務
を
行
う
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
機
関
と
な
り
ま

す
。
1
9
5
0
（
昭
和
30
）
年
の
い
わ
ゆ
る
昭
和
の
大

合
併
を
迎
え
る
ま
で
の
61
年
も
の
間
、
本
郷
村
・
上
三

川
町
・
明
治
村
が
地
方
制
度
の
基
本
機
関
と
し
て
活
躍

し
ま
し
た
。

心
こ
め
歯
形
と
虫
く
い
繕
ろ
え
つ
つ

母
の
形
見
の
段
飾
り
び
な

小
島
キ
ミ

ほ
つ
ほ
つ
と
青
み
初
め
た
る
雪
柳
に

曇
る
弥
生
の
寒
戻
り
け
り

稲
葉
敬
子

さ
り
げ
な
き
物
や
ゆ
か
し
き
夕
翳か

げ
る

床
一
輪
の
椿
匂
ふ
も

沢
谷
郁
子

雨
も
な
く
風
で
吹
き
寄
る
畠
中
の

砂
に
埋
も
る
青
菜
の
強
さ

井
沢
和
江

干
し
物
を
た
た
む
る
廊
の
温
も
り
に

身
を
も
横
た
う
一
刻
の
幸

高
橋
ツ
ギ
子

日
の
当
た
る
轍

わ
だ
ちの
背
後
に
夫
の
い
る

茨
の
縒
蛇

さ
だ

の
道
の
追
憶

高
田
幸
子

心
な
し
に
緑
め
げ
る
と
想
ひ
み
る

公
孫
樹

い
ち
ょ
う

古
木
に
手
触
れ
耳
寄
す

斎
藤
ア
ツ
子

菩
提
寺
の
庭
吹
き
過
ぎ
る
虎
落
笛

写
経
の
我
の
胸
底
に
入
る

武
藤
ひ
さ

音
立
ち
て
春
待
つ
心
の
燃
え
る
ご
と

野
焼
き
の
炎
広
が
り
ゆ
け
り

菊
地
美
代

〜
明
治
維
新
か
ら
戦
前
ま
で
〜 

近
代
的
な
地
方
制
度
の
確
立

明治26年から昭和34年まで活躍した上三川町
役場は昭和49年に火災で焼失しました


